
産学連携／共同研究講座事例

■企業の新たな事業・商品・サービス

慢性腎臓病患者が低たんぱく質食事療法を
行う際の治療用特殊食品（低たんぱく質米）
の有効性を腎機能や栄養状態に与える影響
も含め検討しています。低たんぱく質米を利
用してエビデンスに基づいた食事療法を臨床
現場から提案し、慢性腎臓病患者のQOL向
上を提供します。

■大学の研究シーズが社会実装されるまでのプロセス

2014年に亀田製菓等4社の資金協力による

新潟大学大学院医歯学総合研究科

「病態栄養学寄附講座」開設・共同研究開始

食品分野での社会貢献を目指し、低たんぱく質米を製造
する県内食品企業４社が新潟大学の腎研究に着目した。

■企業からの声

■教員からの声

＜主要事業＞
安心・安全・健康とおいしさを消費者に届けることを
理念とした食品事業を推進する新潟県内４社が参画
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■今後の発展
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発展 2019年、慢性腎臓病患者における治療用特殊食品（低た
んぱく質米）の使用がたんぱく質摂取量に与える効果に関
する成果取得（論文投稿中）。

慢性腎臓病患者における治療用特殊食品（低たんぱく質米）の使用が
たんぱく質摂取量に与える効果に関する多施設共同無作為化比較試験

新潟大学医学部は昭和初期から優れた腎研究を行なっ
ており、昭和４８年には腎研究施設が設置された。

以降、腎臓領域における基礎研究と臨床をつなぐ橋渡し
研究（トランスレーショナルリサーチ）に取り組み、多くの成
果を上げてきた。

この研究結果から、低たんぱく質
食事療法実施時には、低たんぱく
質米が極めて有効なツールにな
ることが示されました。

本研究を基に、治療用特殊食品
（低たんぱく質米）の使用が慢性
腎臓病患者の腎機能に与える影
響に関する長期試験を行っていま
す。

低たんぱく質米は、腎臓病患者
さんの低たんぱく質食事療法に
おいて、たんぱく質摂取制限管
理をサポートすることができます。
患者さんのQOL向上と共にご家
族の調理の手間も軽減すること
が期待されます。
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＜技術シーズ＞

腎研究における低たんぱく質食事療法の
基礎的知見と臨床現場におけるニーズ
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